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　特別支援学校を中心として全国各地での支援機器活用に関する実践的な研究が広がってき
ている。各地で行われている研究会同士のつながりも図られつつあるが、機器の開発や支援
についての情報交換を図るための課題やシステムの構築が求められている。また、これまで
に高等専門学校、大学、工業高校などの教育機関と特別支援学校が連携して支援機器の開発
や学校への支援は個別に行われてきた。そこで本研究では、「全国 KOSEN 福祉情報教育ネッ
トワーク」と連携しつつ、全国での特別支援教育における教材・支援機器のセンター的機能
としての教材開発のための連携システムを構築する。
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